
新居浜市のＳＤＧｓ推進の取組

令和4年5月20日 ＳＤＧｓ未来都市選定



ＳＤＧｓとは？
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●SDGsの意味・目的 ●17の開発目標



SDGsを構成する三側面（環境・社会・経済）
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●SDGsの17の目標は、環境・社会・経済の3層構造
●環境という土台の上に社会があり、経済が成立している

環境

経済

社会

・気候変動
・海や陸の豊かさ
・安全な水の問題 など

・貧困や飢餓 ・教育 など

・失業問題 ・イノベーション など

「誰一人取り残さない」持続可能な社会

経済活動を通じて富や価値を生み出す

社会的に弱い立場の人を含め、
一人ひとりの人権を尊重する

環境を守る



ＳＤＧｓ未来都市とは？
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●選定自治体

これまでに154自治体が選定。
愛媛県内では、新居浜市、松山市、西条市が選定

新居浜市

・SDGsの理念を全国に広めるため、SDGs達成に
向け優れた取組を行う自治体を国が選定する制度

・平成30年度から選定開始
（毎年、30自治体程度を選定）

・新居浜市は令和4年度に選定

●SDGs未来都市とは

▲SDGs未来都市選定証授与式の様子
（令和4年5月20日）



新居浜市の歴史とSDGs
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●本市は別子銅山の開坑をきっかけに発展
●別子銅山では100年以上前から環境対策に取り組んできた
●別子銅山の環境対策は、今日のSDGsの考え方につながる
●そうした歴史は、市民の誇り・市への愛着の源泉である



新居浜市長期総合計画とSDGs
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●長期総合計画ではすべての施策とSDGsの関連を整理
●SDGsの目標を意識しながら、まちづくりを進める



本市の主な取組（経済分野）
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●新居浜市SDGs推進企業登録制度
●新居浜市働き方改革推進企業登録制度
●新居浜市女性活躍等推進事業所認定制度
●新居浜市創業支援補助金
●テレワーク環境の充実・ＰＲ など



本市の主な取組（経済分野のKPI）
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指標名 現況値 目標値

１ 新居浜市SDGs推進企業
登録事業所数

26事業所
（2022年2月時点）

56事業所
（2024年）

２ 新居浜市働き方改革推進企業
認定事業所数

26事業所
（2022年2月時点）

71事業所
（2024年）

３ 新居浜市女性活躍等推進事業所
認定事業所数

16事業所
（2022年2月時点）

25事業所
（2024年）

指標名 現況値 目標値

合
計

企業価値・魅力度向上に向けた取
組（SDGs推進・働き方改革・女性
活躍）を市が認定（登録）し、優良
企業として広報している事業所数

68事業所
（2022年2月時点）

152事業所
（2024年）



本市の主な取組（社会分野）
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●ユネスコスクールにおける活動の質的向上及びESDの充実
●「新居浜版SDGs」テキストを活用したSDGs教育の推進
●「SDGs学び方ノート」を活用したSDGs教育の推進
●新居浜生涯学習大学におけるSDGsに関する学びの場の提供



本市の主な取組（社会分野のKPI）
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指標名 現況値 目標値

１ 学校等で学んだことを活かし、SDGs達成に向けて自
分ができることに取り組んでいると答えた児童・生徒
の割合

－
（2022年2月時点）

90%以上
（2024年）

２ 生涯学習大学に参加することによって学びが生まれ、
SDGsの実現を目的とした取組を開始した市民団体数

－
（2022年2月時点）

6団体
（2024年）

３ 市民のSDGsの認知度 （市民意向調査） 75.3%
（2021年）

95％
（2030年）

４ 市民のSDGsへの関心度（市民意向調査） 53.4%
（2021年）

90%
（2030年）



本市の主な取組（環境分野）
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●「新居浜市地球温暖化対策地域計画」及び
「エコアクションプランにいはま」に基づく取組推進

●更なるプラスチックの資源循環の推進
●ごみの減量に向けた取組の推進
●新居浜港におけるカーボンニュートラル
ポート形成の推進



本市の主な取組（環境分野のKPI）
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指標名 現況値 目標値

１ 市域の温室効果ガス排出量 637,000 ｔ－CO2
（2017年）

553,000 ｔ－CO2
（2024年）

２ 市民１人１日当たりの家庭系ごみ 640ｇ
（2019年）

595ｇ
（2024年）

３ 様々な環境活動への参加人数 1,949人
（2019年）

2,200人
（2024人）

４ カーボンニュートラルポート
形成計画策定

未策定
（2022年）

策定済
（2024年）

５ リサイクル率 13.4%
（2019年度）

29.5%
（2024年度）

６ 地域マイクログリット構想に基づく、
オンサイトPPAによる太陽光発電設備
設置施設数 ※

－
（2022年2月時点）

15施設
（2024年）

※ まずは、屋上スペースがある学校等に、大容量太陽光発電設備等を設置し、将来的には近接施設と併せて、
供給調整し、余剰電力を活用するエリア（地域マイクログリット）の創出を目指す。



全体像・今後の取組について
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●新居浜市ＳＤＧｓ推進企業登録制度
●新居浜市働き方改革推進企業登録制度
●新居浜市女性活躍等推進事業所認定制度
●新居浜市創業支援補助金

●「新居浜市地球温暖化対策地域計画」・
「エコアクションプランにいはま」 に基づく取組推進
●更なるプラスチックの資源循環の推進
●ごみ一部有料化推進事業
●カーボンニュートラルポート形成の推進

●ユネスコスクールにおける活動の質的向上
及びＥＳＤの充実
●「新居浜版ＳＤＧｓ」テキスト、「ＳＤＧｓ学び
ノート」を活用したＳＤＧｓ教育の推進
●生涯学習大学におけるＳＤＧｓに関する学び
の場の提供環境

経済 社会

●これまでの取組の継続
●「にいはまSDGsプラットフォーム」の設置（情報共有・連携促進）
●公募補助制度によるSDGs達成に向けた取組への支援

今後の取組


